
 

 

 

 

 

 
 

 

 

～みんなといっしょに じぶんから～

小学部では、児童一人一人が目的をもち、友達や教師と一緒に、自分から活動に取り組む姿を目指

しています。個々の児童の特性に合わせた支援を行い、「～をやりたい」という意欲を高め、人と関わりな

がらやり遂げる態度や技能を身に付けられるようにしていきます。また、将来の自立に向けて、身の回り

のことに毎日取り組むことで、自分のことが自分でできるようにしていきます。 

 

 

 

 

 

 

（小学部主事 大橋美智代） 

～自ら考え、仲間と進んで活動する生徒～

中学部の作業学習は、毎週火・金曜日の午前中に授業を行っています。７種目の作業班（紙すき、紙
工、クラフトバンド、織り、編み、縫製、農園芸）の見学や体験後作業班に所属し、３学年縦割りでの学習

に取り組んでいます（原則として、１年間１作業班で、中学部３年間で３種目の作業班を経験します）。 
１年生は初めて体験する作業学習の中で、作業する（働く）楽しみを味わいながら、作業活動への興

味や関心を高め、基本的態度や姿勢を身に付けます。２年生は作業経験を積み重ね、進んで作業に取
り組む姿勢や作業工程を遂行する力を確かなものにすること。３年生はこれまで身に付けた力を発揮し

ながら、最上級生として後輩に手本の姿を示しながら、自信を持って作業を行うとともに、働く人に向け
ての気持ちを高めていくことを目標に取り組んでいます。 

また、それぞれの作業班で取り組む内容（例えば、「計量や手指の操作、準備や片付け、挨拶・返事・
報告等といった諸活動」や「製品調査・聞き取り⇒製品作り⇒評価・改善⇒製品販売」といった一連の

学習の流れ）を通して、活動に取り組む意味付けや価値付けをしながら、生徒たちの働く意欲を高めて
います。                                                         （中学部主事 郡 哲也） 

～『働く喜びを感じる姿』をめざして～

  高等部段階は、「社会自立とともに生涯学習の基礎を築く時期」と位置付けられます。様々な教育活

動の中でも、作業学習はこれを総合的に学習する大切な機会です。高等部全生徒を縦割りにした班別

による作業学習では、今年度は９つの作業班（木工、印刷、革工芸、工芸、栽培、メンテナンス、リサイク

ル、遊水地再生事業、生活エコロジー）を設定しています。「ものづくり」や「サービス」などの諸活動を

通し、働くために必要となる知識や技能、態度等の基礎・基本を学習します。 

また、本校の地域性を活かして、麻機遊水地に見られる蓮の花や蓮根、カヤネズミ（あさちゅ～）など

の動植物をモチーフとした製品開発をしたり、遊水地の環境保全に取り組む各種企業や団体と協力し

て遊歩道の整備をしたり、地域の一員として自分たちができることにも積極的に取り組んでいます。 

                             【遊水地再生事業班】                        

                              ・静岡土木事務所職員様から、麻機遊水地 
第３工区の環境整備を依頼されました。 

（高等部主事 杉本友紀乃） 
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かばんから自分で
体操着袋を出して
います【1年生】 

ゲームで使う物を
工程表を見なが
ら作っています 
【3年生】 


